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はじめに 

 

この報告書は、「立川市第７次男女平等参画推進計画実施状況報告書」（令和

４年度年次報告）と、これに対する立川市男女平等参画推進審議会による第三

者評価としての「意見」（答申）が併載されています。 

第Ⅰ部は、「立川市第７次男女平等参画推進計画（令和２～６年度）」に定め

た 27の事業計画について、事業執行課が令和４年度に実施した事業実績とその

自己評価を報告したものです。報告は可能な限り指標化して自己評価を行って

おります。 

第Ⅱ部は、立川市男女平等参画推進審議会がこの報告に対し、13 の施策ごと

に評価を行い意見を付して「答申」したもので、【審議会による評価意見】とし

て載せています。また、【市の報告】として、立川市全体としての自己評価を併

せて載せています。 
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目 的 基 本 テーマ 施 策 と 事 業 

１ 男女平等参画の意識づくり 
 ① 男女平等参画の意識啓発 
２ 人権の意識づくり 
② 多様な性への尊重の促進 

③ 人権意識の浸透と学習の促進 

１ 政策・方針決定の場への女性参画の促進 
 ④ 各審議会等への女性の参画促進 
 ⑤ 経営等への女性の参画促進 

 ⑥ 地域活動での女性の参画促進 
２ 女性のチャレンジへの支援 
 ⑦ 就労・再就職への支援 

 ⑧ 起業支援の推進 

１ 暴力の未然防止と早期発見 
 ⑳ 暴力防止のための意識啓発 
 ㉑ 被害者の早期発見 

２ 相談体制の充実 
 ㉒ 相談しやすい体制の整備 
３ 被害者の自立の支援 

 ㉓ 被害者の保護 
 ㉔ 被害者が安全・安心な生活を送るための支援 
 ㉕ 被害者と子どものケアの推進 

１ 男女の雇用機会と待遇の均等の確保 
 ⑨ 雇用に関する啓発・情報提供の推進 
２ ﾜｰｸ・ﾗｲﾌ・ﾊﾞﾗﾝｽの実現に向けた環境づく
り 
 ⑩ 生き方・働き方の情報提供 
 ⑪ 市内事業所における環境づくり 

 ⑫ 地域活動への参加の支援・促進 
３ 男女の多様な働き方のための子育て支援 
 ⑬ 子育てに関する情報提供と相談 

⑭ 仕事と子育ての両立の支援 
 ⑮ 地域における子育て支援の推進 
４ 男女の多様な働き方のための介護支援 
 ⑯ 介護、福祉に関する情報提供と相談 
 ⑰ 仕事と介護の両立の支援 
 ⑱ 地域における高齢者支援の推進 

５ 多様な働き方への支援 
 ⑲ 多様な働き方に関する情報提供 
 

Ⅰ 

男女平等参画と

人権の意識づく

り 

Ⅱ 

あらゆる分野で
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い環境づくりの

推進 

Ⅳ 

配偶者等からの

暴力の防止 

Ⅴ 

計画の推進 

１ 計画の推進と進行管理 
 ㉖ 計画の推進 

 ㉗ 苦情処理・計画の進行管理 

女性の職業生活における活躍の推進計画 

配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護のための施策の実施に関する基本的な計画 



【施策１】 男女平等参画の意識づくり 

事業 ①　 男女平等参画の意識啓発 

事業番号 課 令和４年度の事業活動 成果指標 実績 単位

男女平等参画課

市民企画活動事業29件や関係機関との共催事
業及び主催事業として29件の啓発事業を実施
した。国や都との事業連携及び近隣自治体との
情報交換が図られた。
また、「第14回たちかわ男女平等フォーラム」で
は、「阻んでいるものはなに？～誰もが生きや
すい社会へ～」をテーマに基調講演とパネル展
を実施した。

講座参加者数 3,352 人

生涯学習推進センター

父親が参加できる講座「パパもママも学びた
い！楽しみたい！にしすな親子塾〈第６弾〉親子
のための読み聞かせ」「思いが伝わる子育て夫
婦のコミュニケーション」を開催。

講座参加者数 21 人

○「情報紙アイム」や「広報たちかわ」等により啓発と情報提供を行います。

事業番号 課 令和４年度の事業活動 成果指標 実績 単位

①-2 男女平等参画課

情報紙「アイム」40号（特集：男性の育児参加で
ハッピー）を発行（12/10）、広報たちかわやホー
ムページ、講座情報誌きらりたちかわ等による
啓発と情報提供を行った。なお、令和４年５月10
号広報たちかわでは「阻んでいるものはなに？
～誰もが生きやすい社会へ～」をテーマに男女
平等フォーラムの開催、啓発を行った。

情報紙「アイム」発行部
数

97,700 部

事業番号 課 令和４年度の事業活動 成果指標 実績 単位

研修参加者数（市職員）
28
5

人

研修参加者数（教職員）

28

103
（在籍数
児童数）

人

基本テーマⅠ　男女平等参画と人権の意識づくり

○すべての人が平等である、という意識を醸成し、「男女平等参画社会」を実現するため、『たちかわ男女平等フォーラム』
や市民企画活動事業のほか、講座事業等において各種啓発を行います。

①-1

○男女平等参画への理解を深め、行政運営に活かして実践できるよう、職員を対象とした意識啓発や情報提供を行いま
す。

①-3 人事課

市職員及び市立小・中学校の教職員への研修
を昨年に引き続き実施し、窓口対応等への配慮
について理解、啓発を図った。
「『多様な性』を理解するための職員ハンドブック
の説明を行った他、LGBTQ＋当事者の体験談
を聴講した。

- 1 -



事業番号 課 令和４年度の事業活動 成果指標 実績 単位

①特別の教科　道徳…「友情・信頼、助け合い」
「男女理解・尊重」を指導の内容項目として取り
扱った。

①特別の教科　道徳(小
１～中３）

1～2 時間

②保健体育…「育ちゆく体とわたし」「心身の機
能の発達と心の健康」についての指導を行っ
た。

②体育・保健体育(小３～
中３）

5 時間

③総合的な学習の時間…公共施設や市内小学
校、民間企業等において、職場体験活動を１日
５時間程度実施した。

③総合的な学習の時間
(中２）

15 時間

④家庭科…「家庭生活と家族」、「家族・家庭と
子どもの成長」について指導を行った。

④家庭科(小５～中３） 3 時間

⑤学級活動…年間35時間全てを、「望ましい人
間関係の確立」を主たるねらいとして行った。

⑤学級活動（小１～中３） 35 時間

⑥いじめ解消・暴力根絶旬間の実施…年３回全
児童・生徒を対象として、アンケート調査を実施
した。

⑥いじめ解消・暴力根絶
旬間（小１～中３）

3 回

⑦「東京都人権施策推進指針（平成27年８月）」
に位置付けられている人権課題「女性」につい
て、東京都教育委員会発行の「人権教育プログ
ラム（学校教育編）」をもとに、人権尊重教育を
充実させるための教員研修を本市でも実施し
た。

⑦人権課題「女性」を示
した研修

2 回

【施策２】 人権の意識づくり 

事業 ②　 多様な性への尊重の促進 

事業番号 課 令和４年度の事業活動 成果指標 実績 単位

①研修参加者数（市職員）
①研修参加者数（教職員）

28
5

人

②中学校の校内研修会
参加者（１校で実施）
②小学校の立川市民科
（小６の在席児童数）　（１
校で実施）

28

103
（在籍数
児童数）

人

事業番号 課 令和４年度の事業活動 成果指標 実績 単位

②-2 指導課
人権教育推進者研修において、ＬＧＢＴをテーマ
にした研修を行った。

研修参加者数 28 人

○職場を含む市民生活の全てにおいて、偏見や差別、ハラスメント等が起きないよう、あらゆる性的指向・性自認を尊重す
るための啓発を行います。

②-1 男女平等参画課

①市職員及び市立小・中学校の教職員への研
修を昨年に引き続き実施し、窓口対応等への配
慮について理解、啓発を図った。
「『多様な性』を理解するための職員ハンドブック
の説明を行った他、昨年度から研修内容を変え
てLGBTQ＋当事者の体験談を聴講した。
②中学校の教職員向け校内研修会や小学校の
立川市民科においても、多様な性への尊重を促
進するための啓発を行った。

○学校教育の中で、道徳教育、人権教育を通じて「性別にかかわらずすべての人が平等である」という意識を子どもの頃
から育み、男女が平等でお互いに理解・協力しあう教育を推進するとともに、教職員に対し、男女平等参画への理解を深
めるための研修を実施します。

○学校生活において、偏見や差別、ハラスメント等が起きないよう、子どもの人権教育と教職員の人権教育研修等を通じ
て、あらゆる性的指向・性自認を尊重するための啓発を行います。

①-4 指導課

- 2 -



事業 ③  人権意識の浸透と学習の促進 

事業番号 課 令和４年度の事業活動 成果指標 実績 単位

③-1 男女平等参画課

女性の活躍を後押しするための講座として、女
性のためのReStart講座として「私らしい起業の
はじめ方」「自分を推せる私に！一歩踏み出す
女性のための ReStart講座」を実施した。また、
言葉の使い方、姿勢・動作・気持ちなど会話に
係ることを学ぶ「話し方講座」を開催した。

講座参加者数 49 人

○リプロダクティブ・ヘルス／ライツ（性と生殖に関わる健康と権利）に関する意識啓発や情報提供を行います。

事業番号 課 令和４年度の事業活動 成果指標 実績 単位

③-2 男女平等参画課

リプロダクティブ・ヘルス／ライツに関するチラシ
やパンフレットを女性総合センターに設置し、配
布した。また、健康推進課と共催で「私の人生
私のために～女性ホルモンと上手に付き合い、
美しく輝く人生を～」講座を開催した。

チラシ・パンフレット 4 種類

事業番号 課 令和４年度の事業活動 成果指標 実績 単位

①講座実施校数 4 校

②リーフレット配布校数 9 校

指導課

①弁護士等によるいじめ防止授業の実施…東
京三弁護士会と連携し、希望した学校に弁護士
を派遣して、いじめ防止授業を実施した。
②児童会・生徒会サミットの実施…児童会、生
徒会を中心に「地域をよりよくするために、私た
ちができること－立川市民科を通じて－」をテー
マに、意見交換を行った。その成果を各校が持
ち帰り、よりよい生活への主体的な関わりを学
校ごとに話し合った。

①実施校数
②児童会・生徒会サミット
参加者数
児童
生徒
教員

28

33
26
0

校

人
人
人

○個人としてのその人らしい生き方が尊重されるよう、「固定的性別役割分担意識」を解消させる意識啓発や研修等を行
います。

○情報が溢れる社会の中で、「固定的性別役割分担意識」や人権侵害につながる情報も含め、メディア・リテラシー（さまざ
まな情報を主体的に収集・判断できる能力）を育成するための講座や研修等を行います。

③-3

男女平等参画課

①デートDV、ＡＶ出演強要やＪＫビジネス、ジェ
ンダーに関する問題への対策として暴力予防と
人権を考える性教育講座を実施した。
②市立中学校の３年生全員（1,490人）を対象に
啓発リーフレットを配布した。

- 3 -



【施策１】 政策・方針決定の場への女性参画の促進 

事業 ④　 各審議会等への女性の参画促進 

事業番号 課 令和４年度の事業活動 成果指標 実績 単位

女性委員比率 30.2 ％

公募委員のみ 42.9 ％

事業 ⑤　 経営等への女性の参画促進 

○女性が方針決定の場に参加し、経営・政策に積極的に参画できるよう、啓発を行います。

事業番号 課 令和４年度の事業活動 成果指標 実績 単位

男女平等参画課

様々な理由から離職し、再就職や再チャレンジ
の自信が持てない女性を対象に、「自分を推せ
る私に！一歩踏み出す女性のための ReStart
講座」を開催した。自分の長所や自分軸を見え
る化し、再就職等に向けての一歩を踏み出せる
よう意識啓発事業を行った。

参加者数 13 人

人事課
係長職を対象としたキャリア形成支援プログラ
ム「リフレクション・ラウンドテーブル」を実施し
た。

立川市女性管理職割合
部長相当職
課長相当職

25.0
13.0

％
％

産業振興課
中央図書館ビジネス支援センターで行う出張相
談において、地域経済活性化推進員により、女
性が経営に参画できるよう啓発した。

相談回数 93 回

指導課

学校マネジメント講座・・・立川市学校リーダー
育成プログラムとして実施した。
学校経営研修会・・・学校経営等を担うべき人材
を確保し育成するための機会として実施した。

女性管理職数（校長、副
校長）
小学校（19校）
中学校（９校）

9
1

人
人

事業 ⑥　 地域活動での女性の参画促進 

事業番号 課 令和４年度の事業活動 成果指標 実績 単位

⑥-1 市民協働課
自治会連合会と連携し、管外研修及び正副会
長研修会を実施した。自治会を担う会長の見識
を広げるための機会として実施した。

女性自治会長の数（179
自治会）

31 人

⑤

○自治会等で女性がリーダーとして地域活動に参加できるよう、女性の参画促進やワーク・ライフ・バランスなどの情報提
供を通じて女性リーダーの育成を図ります。

基本テーマⅡ　あらゆる分野での男女平等参画の推進

○各審議会への女性委員の登用率35％を実現するため、委員改選時に女性の登用を積極的に図り、全庁的に登用率の
向上を図るとともに、審議会以外の会議等への女性の参加率向上を図ります。

④ 男女平等参画課

情報紙アイムやホームページでトピック「女性の
意見を市政に活かしましょう」の項目を立て市民
へ周知した。また、各課が所管する審議会や会
議等へ女性が参加しやすくなるよう、一時的保
育を実施した。
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事業番号 課 令和４年度の事業活動 成果指標 実績 単位

男女平等参画課

NPO 法人立川災害ボランティアネット協力の
下、子育て世代が災害から子どもを守るため
に、普段の生活において行える備えについて学
ぶ講座を実施した。

参加者数 16 人

防災課

高松町地区、砂川地区、西砂地区の３地区を対
象に、避難所運営連絡会を開催し、避難所にお
ける感染症対策を踏まえた避難スペースの検
討や女性及び乳幼児世帯専用スペースの配置
等の検討を行って、避難所運営マニュアルの更
新を実施した。

市民防災組織（140組織）
の女性代表者数

21 人

【施策２】 女性のチャレンジへの支援 

事業 ⑦　 就労・再就職への支援 

事業番号 課 令和４年度の事業活動 成果指標 実績 単位

課程修了者数 226 人

就職者 65 人

産業振興課
東京しごとセンター多摩やハローワーク立川な
どと連携した情報提供、就職支援セミナーや合
同説明会の開催などを実施。

参加者数（女性） 54 人

○災害発生時や防災活動において多様な視点を持てる人を増やし、年齢、性別等それぞれに配慮した避難所運営が図れ
るよう講座等を開催し、啓発します。

⑥-2

○関連機関と連携して、就職に向けた技術や資格の取得のための入門講座、就職支援講座や合同説明会を開催するとと
もに、就職情報等を提供します。

⑦

男女平等参画課

マザーズハローワーク立川と共催で、「子育て
中の方のためのパソコン講習」（２回）、ビジネス
マナー等に関するセミナー（２回）、「ライフプラン
セミナー」（１回）を実施した。東京都産業労働局
と共催で「Ｗｏｒｄ・Ｅｘｃｅｌ基礎科」（５日間×４回）
を実施した。東京しごとセンターやハローワーク
等就業支援機関の案内・チラシを掲示・配布し、
情報提供した。また、商工会議所で扱う求人情
報も掲示を開始した。
また、東京しごとセンター多摩女性しごと応援テ
ラス多摩ブランチと「女性のための再就職支援
セミナ―」（２回）を、女性の再就職に向けた応
募書類作成やパソコンスキルアップに関する講
習、市内企業との交流・見学会（各１回）を開催
した。
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事業 ⑧　 起業支援の推進 

事業番号 課 令和４年度の事業活動 成果指標 実績 単位

男女平等参画課

起業に踏み出す前や起業して間もない女性を
対象に、女性のためのReStart講座「私らしい起
業のはじめ方」を開催した。得意や想いをカタチ
にし、家族との時間も大切にしながら働きたい、
そんな悩みを解決するために、セミナー・ワーク
と先輩起業家との交流を通して、始めの一歩を
踏み出すきっかけづくりとした。

講座参加者数 17 人

産業振興課

地域経済活性化推進員により、女性が起業す
るために必要な事柄について、中央図書館ビジ
ネス支援センターで行う出張相談のなかでアド
バイスを行った。

相談者人数（女性） 48 人

産業振興課

東京都中小企業振興公社と連携して創業支援
セミナーを開催した。また、商工会議所等で行
われる創業支援セミナー等の情報提供も行っ
た。

創業支援セミナー延べ出
席者数（女性）

9 人

○起業支援のための運転資金を融資あっせんします。

事業番号 課 令和４年度の事業活動 成果指標 実績 単位

「創業資金B」の融資あっ
せん実行件数（女性）

5 件

「創業資金B」の融資あっ
せん実行件数（男性）

2 件

○関連機関と連携して、さまざまな分野の起業をめざす女性がネットワークをつくって協力できるようグループ化を支援す
るとともに、起業のための相談業務や起業に役立つ情報提供、セミナー等を実施します。

⑧-1

立川市中小企業事業資金融資あっせん制度に
より、創業資金について融資あっせんを行った。
また、創業計画に対して地域経済活性化推進
員がアドバイスを行った。

産業振興課⑧-2
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【施策１】 男女の雇用機会と待遇の均等の確保 

事業 ⑨　 雇用に関する啓発・情報提供の推進 

事業番号 課 令和４年度の事業活動 成果指標 実績 単位

男女平等参画課
国や東京都産業労働局、立川市ほか発行のパ
ンフレット、冊子等を配布・掲示し労働関連諸法
等の周知を図った。

冊子・パンフレット配布数 5 種類

「ポケット労働法」配布部
数

1,000 冊

「パートタイム労働ガイド
ブック」配布部数

900 冊

「これだけはおさえておき
たい労働法」配布部数

100 部

○職場におけるさまざまなハラスメントを防止するための啓発を行います。

事業番号 課 令和４年度の事業活動 成果指標 実績 単位

男女平等参画課
職場におけるハラスメント防止に関する関係機
関のパンフレット等を掲示・配布した。

パンフレット等配布数 9 種類

産業振興課
職場におけるさまざまなハラスメントに関する相
談ができるよう、地域経済活性化推進員による
図書館における出張相談等を実施した。

相談者数 152 人

基本テーマⅢ　男女が働きやすい環境づくりの推進

○労働関連諸法、「男女雇用機会均等法」、「育児・介護休業法」等、雇用に関するさまざまな法律や制度の周知に努め、
男女間で等しい労働環境を実現するための働きかけをします。

⑨-1

産業振興課

ポケット労働法及びパートタイム労働ガイドブッ
クを作成し、市内公共施設（図書館、女性総合
センター、学習館、連絡所等）、商工会議所、無
料職業紹介所等へ設置。雇用において男女間
で等しい環境が実現できるよう周知を行った。ま
た、「労働法」、「男女雇用機会均等法」などの
雇用に関する法律や制度の周知を行った。

⑨-2
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【施策２】 ワーク・ライフ・バランスの実現に向けた環境づくり 

事業 ⑩　 生き方・働き方の情報提供 

事業番号 課 令和４年度の事業活動 成果指標 実績 単位

⑩-1 男女平等参画課

より良い働き方を考え、仕事と家庭の両立を目
指す方のためにお金に関する講義「働きたい方
のためのライフプランセミナー」をマザーズハ
ローワーク立川と共催して実施した。

講座等参加人数 43 人

事業番号 課 令和４年度の事業活動 成果指標 実績 単位

男女平等参画課

歌遊びやグッドトイ30点を使いながら、現役の
認可保育園長等が実際の遊びを通じて育児に
ついて意見交換する講座や、IKEA立川と共催
で父親の育児参加の意識向上と推進の講座を
実施した。また、誰でも参加できるファミリーコン
サートや妊娠・出産前のパパ講座を開催した。

講座参加者数 187 人

子育て推進課

くるりん子育てひろばで、毎月「お父さんといっ
しょ」のテーマで講座を計画。
ひまわり子育てひろばでは育児参加促進講座と
して土曜開催パパママ講座を４回実施した。

講座・イベント参加者数 420 人

健康推進課

妊婦とその家族を対象に妊娠・出産・子育てに
ついて助産師や保健師・心理士による講義を実
施した。また、歯の衛生指導や妊婦体操、栄養
指導なども実施し、安心して出産できる取組み
を推進した。令和３年度より新型コロナウイルス
感染予防対策で実施方法を変更して、歯科・栄
養、出産・産後クラスを各５回、沐浴・産後クラス
を12回実施している。

パパママ学級参加者数
（夫の参加者数）

238 人

生涯学習推進センター

父親が参加できる講座「パパもママも学びた
い！楽しみたい！にしすな親子塾〈第６弾〉親子
のための読み聞かせ」「思いが伝わる子育て夫
婦のコミュニケーション」を開催。

参加者数 21 人

○「女性のためのキャリア・アップ講座」などを実施し、女性も男性も、それぞれの意志や責任で多様な生き方、働き方が実
現できるよう、意識啓発を行います。

○男女が共に家事や育児・介護に関わるように、主に男性向けの家事や育児教室等の講座を開催するとともに、講座の
情報等を提供します。

⑩-2
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○育児や介護に関わる法律の周知を図るため、関係機関から提供される資料の収集・配布を行います。

事業番号 課 令和４年度の事業活動 成果指標 実績 単位

「ポケット労働法」配布数 400 冊

「パートタイム労働ガイド
ブック」配布数

200 冊

「ポケット労働法」配布部
数

1,000 冊

「パートタイム労働ガイド
ブック」配付部数

900 冊

「これだけはおさえておき
たい労働法」配布部数

100 部

事業 ⑪　 市内事業所における環境づくり 

事業番号 課 令和４年度の事業活動 成果指標 実績 単位

⑪-1
男女平等参画課

産業振興課

ワーク・ライフ・バランス推進事業所の募集・審
査を行い、１事業所を新たに認定した。

ワーク・ライフ・バランス
認定事業所数（令和４年
度10月１日時点）

24
事業
所

○ワーク・ライフ・バランスを実現しやすい環境整備に取り組むよう、事業所に働きかけを行います。

事業番号 課 令和４年度の事業活動 成果指標 実績 単位

男女平等参画課

「なぜワーク・ライフ・バランス？ ～推進企業の
想い～ 」というテーマでパネルディスカッション
を開催した。また、情報紙アイム、ホームペー
ジ、リーフレットを通じて認定事業所の取り組み
を周知した。

ワーク・ライフ・バランス
推進セミナー参加者数

43 人

産業振興課

各事業所において労働時間短縮や育児・介護
休業の取得など、ワーク・ライフ・バランスを実
現しやすい環境整備に取り組むよう、ホーム
ページ等で周知・啓発を行った。

ワーク・ライフ・バランス
が実現できていると思っ
ている（できていると思
う・どちらかといえばでき
ていると思うと回答）人の
割合
（令和４年度市政に関す
るアンケート）

58.4 ％

保育課
幼稚園と保育園の機能を併せ持つ認定こども
園に対し、適切な保育サービスが提供されるよ
う、施設型給付費を支給した。

市内認定こども園数 4 園

産業振興課

ポケット労働法、パートタイム労働ガイドブック
及びこれだけはおさえておきたい労働法を作成
し、市内公共施設（図書館、女性総合センター、
学習館、連絡所等）、商工会議所、無料職業紹
介所等へ設置。育児や介護にかかわる法律の
周知を行った。

⑩-3

男女平等参画課
子育て便利帳や予防接種案内をはじめ、ポケッ
ト労働法、パートタイム労働ガイドブック、働く女
性と労働法等を窓口に設置し、配布した。

○労働時間短縮や育児・介護休業の取得などワーク・ライフ・バランス実現への取り組みを周知するため、働きやすい環
境づくりに取り組んでいる事業所を「ワーク・ライフ・バランス推進事業所」として認定します。

⑪-2
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○市職員のワーク・ライフ・バランスに取り組み、家庭生活や地域活動に参画、貢献できる環境を作ります。

事業番号 課 令和４年度の事業活動 成果指標 実績 単位

①新規採用者54人に対し、休暇制度に関する
説明を行った。

①年次有給休暇の平均
取得日数（年度）

15.9 日

②時間外勤務の平均時
間（年度）

164.0 時間

③平均勤続年数の男女
差異

全17.2
男17.7
女16.2

年

③妊娠・出産予定の配偶者がいる職員は、「仕
事と子育て両立支援シート」にて育児関連休暇
の周知と取得希望の確認を行い、実際の取得
にあたって所属長と面談を行っている。また、子
育てハンドブックを発行し制度周知を図るととも
に、庁内向けに取得者の体験談を広報するなど
の取り組みを行っている。

④男性職員の育児休業
取得率

94.4 ％

事業 ⑫　 地域活動への参加の支援・促進 

事業番号 課 令和４年度の事業活動 成果指標 実績 単位

市民協働課

立川市自治会連合会と連携し、広報たちかわへ
の記事掲載やチラシ配布など、自治会加入促
進活動を実施した。自治会連合会にて作成した
自治会活動マニュアル（加入促進の手引き）を
市HPに掲載した。

自治会加入世帯数 33,858 世帯

市民協働課

ボランティア・市民活動センターたちかわと連携
し、ＮＰＯやボランティア団体などの市民活動団
体の活動支援のため、情報提供や情報交換の
場を提供した。

ボランティア体験プログラ
ム参加者数

95 人

【施策３】 男女の多様な働き方のための子育て支援 

事業 ⑬　 子育てに関する情報提供と相談など 

事業番号 課 令和４年度の事業活動 成果指標 実績 単位

子どもと子育て家庭に関
する相談・支援の活動件
数

15,427 件

発達相談件数 2,260 件

総合相談件数 251 件

地域福祉課
民生委員・児童委員による子育て家庭の実態
把握、調査、関係機関への連絡通報、相談とそ
れに対する助言・指導等。

相談・支援（子どもに関
すること）

391 件

○地域を生活の拠点としてとらえ、自治会に関する情報提供を行い、多様なライフスタイルを持った男女の自治会活動へ
の参加を呼びかけるとともに、関係機関と連携して情報提供を行い、地域ボランティアや事業所の地域貢献活動を支援し
ます。

⑫

○児童委員や子ども家庭支援センターで実施している相談事業の中で、男女の多様な働き方を支えるための子育て支援
に関する相談を行います。

⑬

子ども家庭支援センター

 子どもと子育て家庭に関する相談、発達相談
専用の窓口、どこに相談してよいか分からない
場合に子どもに関するあらゆる相談を受け付け
る総合相談窓口を開設し、相談を行った。

②長時間労働を削減するため、毎週水曜日を
ノー残業デーとしている。
時間外勤務に関する指針に基づき時間外勤務
の縮減を推進した。

⑪-3 人事課
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事業 ⑭　 仕事と子育ての両立の支援 

事業番号 課 令和４年度の事業活動 成果指標 実績 単位

①認可保育所等新設・改
築・改修数

0 園

①定員の拡大数
（令和５年４月１日時点）

0 人

②認可保育所への入園が難しい短時間就労の
保護者を対象とした定期利用保育を市内の一
時預かりを実施している認可保育所14園、認定
こども園１園で実施する等、多様化する保育需
要に対応した。

②定期利用保育実施園
数

15 園

入所者数
（令和５年４月１日時点）

1,933 人

待機児童数
（令和５年４月１日時点）

220 人

〇ひとり親家庭、障害児を育てる家庭の日常生活を支援します。

事業番号 課 令和４年度の事業活動 成果指標 実績 単位

登録世帯のうち利用した
世帯

60 ％

派遣回数 143 回

派遣時間 586 時間

児童の居宅介護・行動援
護決定者数

33 人

放課後等デイサービス決
定者数

558 人

児童発達支援決定者数 262 人

医療型児童発達支援決
定者数

5 人

児童ショートステイ決定
者数

88 人

緊急一時保護年間利用
者数

97 人

○女性の社会参加・就労の環境づくりのために保育園・学童保育所の待機児童の解消に取り組みます。また、保育ニーズ
の多様化に対応した保育サービスを検討・実施します。

⑭-1

保育課

①小規模保育事業所の閉園により３名の定員
減となった。５年度中の定員拡大はないもの
の、翌年度以降の定員拡大に向けて調整を
行った。引き続き、待機児童解消に向け、適正
な保育需給の調整や安定的なサービス提供を
行った。

子ども育成課

待機児対策として、地域の保育ニーズに合わせ
夏休み期間限定のサマー学童保育所を第一小
学校、第四小学校及び西砂小学校で実施し、合
計で133人の児童を受け入れたほか、児童館ラ
ンドセル来館事業も継続した。また、令和４年４
月より第二小学校、大山小学校及び松中小学
校の３校において、放課後子ども教室くるプレを
開始し、多様化するニーズに対応した。

⑭-2

子育て推進課

ひとり親家庭の申請により、ホームヘルパーを
派遣し、子どもの食事の世話や住居の掃除、洗
濯など、日常生活に必要なサービス（１日１回２
時間以上８時間以内、１か月12回まで）を提供し
た。

障害福祉課
ショートステイや放課後等デイサービス、児童発
達支援、緊急一時保護等の活用。
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事業 ⑮　 地域における子育て支援の推進 

事業番号 課 令和４年度の事業活動 成果指標 実績 単位

市民協働課

ボランティア・市民活動センターたちかわと連携
して、子育て中の親が家庭や地域の中で孤立し
た生活を送ることがないよう、市民活動団体等
が実施する住民のたまり場や交流の場等の居
場所づくりの活動等を支援した。

子どもや子育てに関する
グループの数（子育てサ
ロン、市民活動センター
登録団体のうち子どもや
子育てに関係する団体）

54 団体

子ども家庭支援センター

子ども家庭支援センターで子育てサークルの登
録を受け付け、登録団体には、地域学習館の
保育室と子ども未来センターのグループ活動室
を無料で貸出し、子育て中の親へ交流の場を提
供している。
また、対象者別おしゃべり会や子育て支援講
座、市民団体と共に市民ニーズに合った講座等
を実施し、親子が交流する場を設けた。

子育てサークル登録数 5 件

事業番号 課 令和４年度の事業活動 成果指標 実績 単位

⑮-2 子ども家庭支援センター
ファミリー・サポート・センター援助会員養成講
習会を行った。

援助会員新規登録者数 18 人

○子育てサークルやボランティア団体など子育て・子育ちに関わる市民の活動を支援し、ネットワーク化を図ることで、保護
者の間での子育て情報の共有や子育てに関する悩みへの共感を促進することにより、働く保護者の子育て負担の軽減に
つなげます。

⑮-1

○地域の助けあいにより子育て支援を進める「ファミリー・サポート・センター事業」を通じて、既存の子育て支援では対応
が難しい状況にある保護者等を支援していきます。
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〇学校施設や空き店舗などの地域資源の活用を検討し、地域での子育て事業を支援していきます。

事業番号 課 令和４年度の事業活動 成果指標 実績 単位

放課後子ども教室延参
加スタッフ数（大人）
うち拡充型放課後子ども
教室（4,755人）

10,808 人

放課後子ども教室延参
加児童数
うち拡充型放課後子ども
教室（25,038人）

58,643 人

出前保育延べ参加数 593 人

園庭開放延べ利用数 1,016 人

【施策４】 男女の多様な働き方のための介護支援 

事業 ⑯　 介護、福祉に関する情報提供と相談 

事業番号 課 令和４年度の事業活動 成果指標 実績 単位

障害福祉課

自立生活センター・立川(福祉ホットライン)、地
域活動支援センターたぁふく、地域活動支援セ
ンター連や福祉相談員等地域の相談窓口で、
相談及び情報提供を行った。また、市内11か所
にある指定特定相談支援事業所で障害福祉
サービスを利用するための相談やサービス等
利用計画の作成を行った。

自立生活センター・立川
等での相談件数

2,288 件

介護保険課
「介護保険のお知らせ（No.24）」を令和４年４月
25日号の広報たちかわに折り込み全戸に配布
した。

「介護保険のお知らせ」
配布部数

95,201 部

総合相談 27,975 件

予防給付プラン作成 12,404 件

総合事業プラン作成 8,769 件

虐待対応件数 847 件

支援困難事例対応件数 199 件

⑮-3

子ども育成課

教育総務課

地域の人的資源と学校施設を活用する放課後
子ども教室事業では、学校の教室、校庭、体育
館等を利用して、放課後の安全・安心な子ども
の居場所を設け、遊び、学習、運動、文化活
動、地域住民との交流活動に取り組んだ。
令和４年度からは、さらなる充実を目的として、
事業者委託により平日毎日開催する放課後子
ども教室くるプレを３校で開始した。新事業にお
いても地域の人的資源を活用して、子どもたち
と地域住民との交流活動を継続している。

保育課

地域の家庭で育てられている児童及び子育て
を行っている保護者を対象に、保育園の園庭開
放や地域の公園等での出前保育により、安全
安心な遊び場を提供するとともに、子育てに関
する悩みや相談を受けることで、保護者の子育
てを支えた。

○地域包括支援センター、福祉相談センター、自立生活センター・立川、地域活動支援センター等で相談を行い適切な支
援につなげます。また、「広報たちかわ」等を通じて情報提供を行います。

⑯-1

高齢福祉課

市内６カ所の地域包括支援センター、３カ所の
福祉相談センターにおいて、高齢者に係る総合
相談を受け、介護保険制度や高齢者福祉制度
への案内を行うほか、問題解決のために関係
機関や地域資源につなげ、高齢者や関係者へ
の適切な支援を行った。
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○民生委員・児童委員が地域の高齢者の状態の把握に努めるとともに、問題解決のため、適切な支援につなげます。

事業番号 課 令和４年度の事業活動 成果指標 実績 単位

相談・支援件数 2,623 件

連絡調整件数 8,862 件

事業 ⑰　 仕事と介護の両立の支援 

事業番号 課 令和４年度の事業活動 成果指標 実績 単位

短期入所決定者数 416 人

居宅介護決定者数 457 人

日中活動系サービス決
定者数

1,050 人

居宅介護（介護予防）
サービス受給者数

64,045 人

地域密着型（介護予防）
サービス受給者数

12,309 人

施設介護サービス受給
者数

14,741 人

⑯-2 地域福祉課
地域の高齢者に関する相談・支援を行った。
また、一人暮らし高齢者の実態調査を行った。

○仕事と介護の両立のために、介護保険制度・障害福祉制度等に基づき居宅サービス、施設サービス、地域密着型サー
ビス、訪問系サービス、日中活動系サービス、居住系サービス等を提供します。

⑰

障害福祉課
グループホームや短期入所（ショートステイ）、
居宅サービス（ホームヘルプサービス）、日中活
動の場の提供を行った。

介護保険課
居宅介護（介護予防）・地域密着型（介護予
防）・施設介護サービスの給付を行った。
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事業 ⑱　 地域における高齢者支援の推進 

事業番号 課 令和４年度の事業活動 成果指標 実績 単位

高齢福祉課

市内６カ所の地域包括支援センターを拠点に、
登録した「ちょこっとボランティア」が地域で生活
する高齢者への定期的な見守りや軽微な生活
援助を行うことで、高齢者の安否確認や生活課
題や異変の早期発見、解消を図り、地域でお互
いに支え合うネットワークの構築を行った。

ちょこっとボランティア活
動件数

2,766 件

高齢福祉課

運動機能向上や栄養改善などを中心とした介
護予防のための教室を実施した。
自ら進んで定期的な健康づくりに取り組んでも
らうための支援を実施した。

介護予防教室参加者数 3,804 人

高齢福祉課

（地域体操クラブ）
初めて参加する６５歳以上の高齢者を対象とし
た介護予防を目的に自主グループ化を目指す
１回９０分、週１回、全１２回の体操教室。
教室終了後の自主的な活動が行いやすいよう
に、地域に身近な公共施設や民間施設等で実
施した。
自主化の支援として、参加者に役割や当番を割
り当て、自立化を促した。

一般介護予防事業利用
者数

41 人

健康推進課

（たちかわ健康ポイント）令和４年６月１日から11
月30日を活動期間として、インセンティブを用い
て自然と健康活動を定着させいく事業を実施。
参加者は、スマートフォンアプリ又は歩数計によ
る歩数や健康教室・健康審査への参加によりポ
イントを貯め、活動期間終了時のポイントが
3,000ポイント以上で自動抽選自動抽選で景品
が当選した。活動期間終了時のポイントが3,000
ポイント以上で自動抽選（要アンケート回答）を
行い、当選者には景品を贈呈した。

令和４年度たちかわ健康
ポイント参加者数（令和４
年12月１日現在）

966 人

①高齢者の生涯教育の一環として、「寿教室」を
地域学習館など９つの会場（９教室）で、それぞ
れ一年を通して実施。

①寿教室延べ参加者数 8,361 人

②団体企画講座「男性のための料理教室」、地
域活性化講座「フレイル予防体操」を実施。

②講座延べ参加者数 51 人

○講座等を通じて高齢者の健康づくりに取り組み、地域への関わりを支援するとともに、地域包括支援センターなどで介護
予防のための教室を実施します。また、高齢者を地域で支えるため、「地域支え合いネットワーク事業」を通じて、高齢者の
生活課題の把握や異変の早期発見に取り組みます。

⑱

生涯学習推進センター
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【施策５】 多様な働き方への支援 

事業 ⑲　 多様な働き方に関する情報提供 

事業番号 課 令和４年度の事業活動 成果指標 実績 単位

男女平等参画課

「女性のための再就職支援セミナー＆個別相談
会」を開催し、在宅ワークを再就職の選択肢の
一つとして考えられるよう、その基礎知識を学ぶ
ほか、個別相談会を実施した。
また、「 パートの働き方を変える『○○万円』の
壁について学ぼう！」を開催し、働き方の選択
に役立つ情報提供を行った。
さらに、東京しごとセンターなどの関係機関のパ
ンフレットやチラシを掲示・配布した。

講座参加者数 98 人

①【自立支援教育訓練給付金】
就業を目的とした教育訓練講座受講者に給付
金を支給した。

①教育訓練給付金 8 件

②【高等職業訓練促進給付金等】
修業期間１年以上の資格取得に給付金等を支
給した。

②高等職業訓練促進給
付金等（支給月数）

131 月

③【母子・父子自立支援プログラム策定】
本人の状況や需要に応じた自立支援計画を策
定し、支援を実施した。

③母子・父子自立支援プ
ログラム策定

3 人

アクティブシニア就業支
援センター就職者数

70 人

シルバー人材センター就
業延べ人数

1,132 人

障害福祉課

職場実習や就労体験、交流、啓発ネットワーク
会議を実施した。
また、地域就労開拓促進コーディネーターを配
置し、就労希望者の開拓や企業啓発等を行っ
た。

就労支援事業の利用登
録者数

268 人

○一人ひとりの生活環境やライフステージ、生き方に合ったさまざまな働き方の情報を提供するとともに、就労を希望する
ひとり親、高齢者、障害のある人等さまざまな困難を抱える人に、働き方の情報の提供や相談支援を行います。

⑲ 子育て推進課

産業振興課

立川商工会議所による無料職業紹介所やシル
バー人材センターへの事業補助などを実施し、
働き方の情報提供や相談の支援等を実施し
た。
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【施策１】 暴力の未然防止と早期発見 

事業 ⑳　 暴力防止のための意識啓発 

事業番号 課 令和４年度の事業活動 成果指標 実績 単位

⑳-1 男女平等参画課

「女性に対する暴力をなくす運動」週間にパネル
展として女性差別撤廃条約の解説、ポスターチ
ラシの展示を行った。
その他に市民団体の企画講座を２件実施した。
また、ＤＶ防止支援カードの公共施設女子トイレ
への設置により、暴力の未然の防止、被害者の
早期発見に努めた。

パネル展でのアンケート
回答者数

9 人

○デートＤＶ等若年層を対象とした暴力の未然防止の啓発事業や予防教育を実施します。

事業番号 課 令和４年度の事業活動 成果指標 実績 単位

男女平等参画課

デートDV等の問題への対策として暴力予防と
人権を考える性教育講座を実施した。市立中学
校の３年生全員（1,490人）を対象に啓発リーフ
レットを配布した。
また、夏休み期間中に開設している女性総合セ
ンター自習室を利用している学生にDV防止支
援カード等を配布した。

性教育講座参加人数 666 人

①特別の教科　道徳の時間…「友情・信頼、助
け合い」「男女理解・尊重」を指導の内容項目と
して取り扱った。

①特別の教科　道徳(小
１～中３）

1～2 時間

②保健体育…「育ちゆく体とわたし」「心身の機
能の発達と心の健康」についての指導を行っ
た。

②体育・保健体育(小３～
中３）

5 時間

③総合的な学習の時間…職場体験活動を実施
した。

③総合的な学習の時間
(中２）

15 時間

④家庭科…「家庭生活と家族」、「家族・家庭と
子どもの成長」について指導を行った。

④家庭科(小５～中３） 3 時間

⑤学級活動…年間35時間全てを、「望ましい人
間関係の確立」を主たるねらいとして行った。

⑤学級活動（小１～中３） 35 時間

⑥いじめ解消・暴力根絶旬間の実施…年３回全
児童・生徒を対象として、アンケート調査を実施
した。

⑥いじめ解消・暴力根絶
旬間（小１～中３）

3 回

基本テーマⅣ　配偶者等からの暴力の防止

○「女性に対する暴力をなくす運動」に合わせた意識啓発や「ＤＶ防止支援カード」「デートＤＶ防止支援カード」の配布など
を通じて情報提供を行います。

⑳-2

指導課
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事業 ㉑　 被害者の早期発見 

事業番号 課 令和４年度の事業活動 成果指標 実績 単位

男女平等参画課

人事課

東京ウィメンズプラザと市共催で行っていた行
政職務関係者研修について、コロナ禍以降、オ
ンライン開催となっていることから、引き続き庁
内関連各課へ情報共有を行った。

講座回数 3 回

地域福祉課
令和４年度は,オンラインでの開催だったため、
参加しなかった。

研修参加人数 0 人

○複合的な問題を抱える被害者へ組織的な対応が図れるよう、関連各課と情報共有を図ります。

事業番号 課 令和４年度の事業活動 成果指標 実績 単位

㉑-2
男女平等参画課

生活福祉課

DV防止庁内連絡会を開催し、関係部署が行っ
ているDV被害者への対応について情報共有を
行った。また、東京ウィメンズプラザの研修を受
講し、DV被害が与える影響と適切な対応につい
て学んだ。（対象課23課、参加者数21名）

連絡会参加人数 21 人

事業番号 課 令和４年度の事業活動 成果指標 実績 単位

㉑-3
男女平等参画課

生活福祉課

東京都女性相談センター主催の「関係機関情
報交換会」（書面開催）に参加し、近隣８市の所
管警察署と、近隣市支援関係者（支援措置関連
部署、DV相談関連機関）、東京都女性相談セン
ター多摩支所と情報共有を行った。

関係機関情報交換会 1 回

○暴力の被害にあっている人を早期に発見し、二次被害を防止するための職員研修や、地域と密に接する民生委員・児
童委員を対象にした研修を実施します。

㉑-1

○暴力の未然防止、早期発見や被害者への適切な対応を行うため、行政・地域が連携して取り組めるよう、東京都、警
察、医療機関などと連携し、被害者を支援します。
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【施策２】 相談体制の充実 

事業 ㉒　 相談しやすい体制の整備 

○相談体制の充実と、「ＤＶ被害者支援カード」の配布や「広報たちかわ」等で相談窓口の周知を図ります。

事業番号 課 令和４年度の事業活動 成果指標 実績 単位

㉒-1 男女平等参画課

市内各公共施設の女子トイレにＤＶ被害者支援
カードを設置した。
また、男子トイレにはカウンセリング相談に関す
る周知ポスターを設置した。

DV被害者支援カード配
布数

875 枚

○民間団体と連携して外国人相談事業から婦人相談員につなげるなど、被害者が安心して相談できる環境を整えます。

事業番号 課 令和４年度の事業活動 成果指標 実績 単位

カウンセリング相談件数 402 件

配偶者等からの暴力に
関する相談の割合

17.7 %

生活安全課

市民相談（専門相談）として、家事相談を89回実
施した。家事相談のうち、離婚に関する相談件
数は93件、DVに関する相談は10件であった。
女性の専門相談員によるアドバイスや必要に応
じて女性相談員と連携をとった。

家事相談実施回数 89 回

「NPO法人たちかわ多文化共生センター」へ委
託して、外国人相談窓口を開設し、ＤＶだけでな
く、暮らし一般について相談を受けた。

相談窓口相談者数（ＤＶ
以外の相談も含む。）

53 人

「NPO法人たちかわ多文化共生センター」へ委
託して、通訳翻訳ボランティアバンク運営事業を
行った。

通訳・翻訳ボランティア活
動件数（外国人に対する
各種通訳翻訳等）

31 件

事業番号 課 令和４年度の事業活動 成果指標 実績 単位

男女平等参画課

東京都女性相談センター主催の「関係機関情
報交換会」（書面開催）に参加し、近隣８市の所
管警察署と、近隣市支援関係者（支援措置関連
部署、DV相談関連機関）、東京都女性相談セン
ター多摩支所と情報共有を行った。

関係機関情報交換会 1 回

①東京都女性相談センター主催の「関係機関
情報交換会」書面開催に参加し、多摩地域の市
町村や警察、東京都女性相談センター多摩支
所と情報交換をした。

①関係機関情報交換会 1 回

②東京都市母子・父子・婦人相談員連絡会に出
席。毎回異なるテーマで相談員向けの研修があ
り、専門的知識を深めることができた。また研修
後の業務連絡会では女性相談センター多摩支
所や市町村の相談員と情報交換や関係性の構
築ができた。

②東京都市母子・父子・
婦人相談員連絡会

10 回

㉒-2

男女平等参画課

毎週火・水・土曜日の午後にカウンセリング相
談を実施した。
また、男性相談およびLGBTQ＋相談について
周知を行った。

㉒-3

生活福祉課

市民協働課

○被害者がどこに相談しても同じ対応が受けられる「相談支援センター機能」の整備について、近隣自治体との連携を検
討します。
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【施策３】 被害者の自立の支援 

事業 ㉓　 被害者の保護 

事業番号 課 令和４年度の事業活動 成果指標 実績 単位

男女平等参画課
保護を必要とするような事例に関しては、東京
都女性相談センター等関係機関に繋いだ。

カウンセリング相談から
関係機関に繋げた件数

40 件

生活福祉課
女性相談業務の一環として、困難な女性のため
の相談・支援業務を行った。

相談・支援件数 161 件

○住民情報システムの有効活用により、必要な被害者支援を行います。

事業番号 課 令和４年度の事業活動 成果指標 実績 単位

㉓-2 市民課

「立川市ドメスティック・バイオレンス、ストーカー
行為等、児童虐待等の被害者支援に関する住
民基本台帳事務取扱規則」に基づき、支援措置
（住民票の閲覧制限と写しの交付制限、戸籍の
附票の写しの交付制限）を実施した。引き続きコ
ンビニ交付についても交付制限を実施してい
る。

支援措置実施人数（年度
末時点）

847 人

事業 ㉔　 被害者が安全・安心な生活を送るための支援 

○相談体制の充実や見守り訪問を行うことなどにより、被害者の自立を支援します。

事業番号 課 令和４年度の事業活動 成果指標 実績 単位

生活福祉課
DV等から避難し、一時保護施設を退所した世
帯について、退所後の生活支援のため、相談・
面接・訪問・関係機関との連携を行った。

自立生活を始めた世帯
数

8 世帯

生活福祉課
母子生活支援施設へ入所させ、安定した生活
の場を確保し、経済的・社会的に自立できるよう
支援した。

母子生活支援施設への
入所件数

3 件

○被害者支援に取り組む民間団体の活動を支援します。

事業番号 課 令和４年度の事業活動 成果指標 実績 単位

㉔-2 男女平等参画課

ＤＶ被害者支援を行っているアイム登録団体に
対し、研修・会議等の場を提供するとともに、市
民企画活動事業の講座について実施をサポー
トした。

関係民間団体へ会場提
供

2 団体

○庁内各課の他、東京ウィメンズプラザ、東京都女性相談センターとの連携を強化し、被害者の支援が切れ目なく行える
ように努めます。

㉓-1

㉔-1
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事業 ㉕　 被害者と子どものケアの推進 

○被害者と被害者の子どもの心のケアに取り組むとともに、関係機関等との連携により長期的な見守りを行います。

事業番号 課 令和４年度の事業活動 成果指標 実績 単位

虐待ケース等進行管理
点検会議

4 回

ブロック会議 33 回

ケース会議 56 回

新規虐待通告受理件数 308 件

保育課

子どもが保育所に登園してから降園するまでの
間、安全に保育を行うとともに、子どもの状況や
行動等を通じて虐待等が判明もしくは疑われる
場合には、必要に応じて児童相談所や子ども家
庭支援センター等に通知した。また、立川市子
ども支援ネットワーク・ブロック会議に参加し、虐
待の予防、早期発見に対応できるよう連携して
対応した。

ブロック会議参加回数 35 回

健康推進課
子どもの健やかな発達・発育等のため、保護者
を対象に臨床心理士によるカウンセリングを実
施し、適切な助言を行った。

家族心理相談（ＭＣＧ）実
施回数

22 回

○子どもの就学機会、入所機会を確保することにより、子どもと共に生活できるよう被害者を支援します。

事業番号 課 令和４年度の事業活動 成果指標 実績 単位

保育課
児童相談所や子ども家庭支援センター等から
の連絡をもとに、必要に応じて対象児童の入園
選考を行った。

入園児数 31 人

学務課

立川市に転入した被害者が養育する学齢児童・
生徒に対して、立川市での住民登録の有無に
かかわらず、市内学区学校での就学の機会を
確保する。学校においても面談を実施し、支援
を行い、また、児童・生徒の個人情報保護の扱
いを厳密に行った。

対象児童・生徒の就学率 100 ％

㉕-2

㉕-1

子ども家庭支援センター

子ども支援ネットワークの機関間の連携を活か
し、地区担当者が地域ごとに支援が必要な家庭
を支えている。
また、市内全虐待ケースとハイリスク家庭の一
括進行管理を行い、気になる家庭に対する地域
での見守り支援を行うブロック会議、個別ケース
に対する関係機関の連携した支援を行うための
ケース会議を行った。
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【施策１】 計画の推進と進行管理 

事業 ㉖　 計画の推進 

事業番号 課 令和４年度の事業活動 成果指標 実績 単位

市民企画活動事業数 29 件

懇談会出席団体 11 団体

事業番号 課 令和４年度の事業活動 成果指標 実績 単位

㉖-2 男女平等参画課

審議会に対し「第７次男女平等参画推進計画
（令和３年度年次報告）」について諮問し、答申
を受けた。
また、オンライン併用で会議を開催した。

審議会開催回数 5 回

〇市の開催する審議会等において保育事業を行い、子育て世代の参画をサポートします。

事業番号 課 令和４年度の事業活動 成果指標 実績 単位

㉖-3 男女平等参画課
審議会等において一時的保育を５回実施し、子
育て世代の女性が参画しやすい環境を整えた。

保育実施人数 8 人

事業 ㉗　 苦情処理・計画の進行管理 

事業番号 課 令和４年度の事業活動 成果指標 実績 単位

勧告数 0 件

勧告事案の是正状況等 ― ％

事業番号 課 令和４年度の事業活動 成果指標 実績 単位

推進本部開催 2 回

推進委員会開催 2 回

基本テーマⅤ　計画の推進

○男女平等参画社会の実現に向け、女性総合センターを拠点とし、女性総合センター登録団体について活動を支援して
育成するとともに、登録団体と協働して男女平等参画社会への理解を深める活動を行います。

㉖-1 男女平等参画課

登録団体懇談会を開催し、登録団体相互の情
報交換、男女平等参画推進審議会委員並びに
たちかわ市民交流大学企画運営委員の選出の
依頼を行った。

○男女平等参画推進審議会において計画の進捗状況の確認と評価を行いながら、男女平等参画推進本部、推進委員会
等の庁内組織において進捗状況の検証などを行い、計画の進行管理と的確な報告を行います。

㉗-2 男女平等参画課
「第７次男女平等参画推進計画」令和３年度年
次報告と評価意見について報告し、情報共有と
計画の進捗管理を行った。

○本計画が着実に推進できるよう、庁内組織と連携して施策の実現を図るとともに、男女平等参画推進審議会において施
策や事業に関する具体的方策等を審議します。

○「苦情処理制度」について周知し、男女平等参画の促進に影響を及ぼすと認められる施策について市民や事業者から
苦情の申し出があったときは、苦情処理委員による適切・迅速な処理を行います。

㉗-1 男女平等参画課
昨年度に引き続き、新たな苦情申立てはなかっ
たが、委員との意見交換を行い、男女平等参画
の推進に関する課題共有等を行った。
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